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おしらせ版
12月 の業務時間延長日

12/6,13,20,27

申央公民館ミ示潔●
● 1階ロビ…

美術コーナー①   12月 1日 から1月 30日 まで

中央公民館事業「押し花教室」講師 滝沢とし子さん (長井市)の

「押し花絵」を展示します。

美術コーナー②  ll月 に引き続き1月 7日 まで

「 白鷹高等専修学校 手芸作品展」

白鷹高等専修学校の生徒の皆さん

●文化実習室   特別展

町内の小・中学校の皆さんによる

「白鷹町小・中学校美術造形展」を開催します。
▼いつ 12月 3日 (金)～¬2月 16日 (木)まで

● 1階フロアー

す 「司、ら多すガ蜀条劇」
嶋林旭峰さんの書です。

●鮎員郵便局回ビー
「鮎員まちづくり景観賞作品展春夏編」

(11月 26日 まで)

「月下美人 写真展」

長谷部嘉雄さん (鮎員)

(12月 1日 から1月 30日 まで)

●鮎員地区公民館ギャラリー
「月下美人 写真展」

長谷部嘉雄さん (鮎貝)

(11月 30日 まで)

「パッチワーク教室作品展」

(12月 2日 から22日 まで)NO.909
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たくさんの義援金・支援物資
ありがとうございました

10月 23日 に発生した新潟県中越地震では、白鷹町の姉妹都市である栃尾市でも大変な被害を受けま

した。これを受けて、町では10月 27日 に「新潟県中越地震災害姉妹都市栃尾市支援本部 (本部長 :白

鷹町長 橋本光記)」 を設置し、被災されたかたがたの避難生活を支援するため、義援金 。支援物資の

受け付けを行つたところ、皆様からた<さんの善意が寄せられました。

寄せられた支援物資については、11月 2日 、 4日 、12日 の 3回、栃尾市へ届けてまいりました。義援

金 |こ ついては11月30日 まで受け付けてあります。

なあ、寄託された団体・個人は下記のとおりです (芳名簿に記入されたかたのみ掲載)。 あたたかい

ご支援ありがとうございました。

J贋不同 敬称略 平成 16年 11月 15日 現在)
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救
護
施
設
　
県
立

泉
荘

（

田
１
９

，
Ｉ

↓

平
成
‐６
年
度
浄
化
槽
設
置
補
助

の
受
付
を
し
め
き
り
ま
す

平
成
１６
年
度
予
定

の
浄
化
槽
設
置

基
数
が
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

国

へ
の
報
告
が
１２
月
ド
句
と
な

っ
て

い
る
た
め
、

最
終
じ
め
き
り
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
し
め
き
り
　
１２
月
別
口

（月
）

▼
条
件
　
平
成

１７
年
３
月
３‐
Ｈ
ま
で

に
設
置
完
了
す
る
か
た

▼
残
基
数

・
５
人
槽
　
８
基

・
７
人
槽
　
８
基

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
建
設
水
道

課
下
水
道
管
理
係
（富
％
１
６
１
３
８
）

放
送
大
学
学
生
募
集

（４
月
入
学
生
）

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学

で
す
。

▼
募
集
学
生

教
養
学
部

・
全
科
履
修
生

（編
入
学
可
）

路
歳
以
上

。
選
科
履
修
生

（１
年
間
在
学
）

馬
歳
以
１．

・
科
目
履
修
生

（６
カ
月
間
在
学
）

‐５
歳
以
Ｌ

大
学
院

・
修
Ｌ
選
科
生

（１
年
間
在
学
）

‐８
歳
以
―．

・
修
Ｌ
科
Ｈ
生

（６
カ
月
間
在
学
）

郎
歳
以
上

▼
募
集
期
間
　
毘
月
１５
日

（水
）
～

２
月
２８
Ｈ

（月
）

▼
募
集
説
明
会
　
１
月
８
口

（土
）

午

後

２
時

～
放
送
大
学
山

形
セ

ン

タ
ー

（山
形
市

・
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル

ー０
階
）

■
問
い
合
わ
せ
　
放
送
大
学
山
形
学

習
セ
ン
タ
ー

（８
０
２
３
１

６
４
６

１

８
８
８
６
）

「台
風
２３
号
災
害
義
援
金
」
の

受
け
付
け
に
つ
い
て

日
本
赤
十
字
社
で
は
、

以
前
香
川
・

宮
崎
両
県

へ
の
台
風
２３
号
義
援
金
に

つ
き
ま
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
で
し
た
が
、

そ
の
後
、

同
様

に
深
刻
な
被
害
を
受
け
て
い
た
４
県

に

つ
き
ま
し
て
も
被
災
者
に
対
す
る

義
援
金
の
受
け
付
け
を
始
め
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

・
岐
阜
県
台
風
２３
号
災
害
被
災
者
義

援
金
　
　
Ｈ
月
Ю
口

（火
）
ま
で

・
京
都
府
台
風
２３
号
被
災
者
義
援
金

Ｈ
月
Ю
Ｈ

（火
）
ま
で

・
徳
島
県
台
風
“
号
義
援
金

Ｈ
月
鉤
日

（火
）
ま
で

・
台
風
器
号
兵
庫
県
被
災
と
義
援
金

‐２
月
Ｘ
Ｈ

（火
）
ま
で

■
―ｌｌｌ
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
ネ‐‐‥

係

（雪
部
１

０
１
１
１
）

福
祉
の
仕
事

「就
職
相
談
会
２
０
０
４
」

▼

い

つ
　

Ｈ
月

知
Ｈ

（火
）
午

後

１

時

～

４
時

▼
ど

こ
で
　
山

形
ビ

ッ
グ

ウ

イ

ン
グ

（山

形
市

）

▼
対
象
　
福
祉
職
場
で
就
労
を
希
望

す
る
か
た
、

福
祉
の
仕
事
に
関
心
の

あ
る
か
た

（学
生
を
含
む
）

▼
内
容

①
合
同
求
人
求
職
面
接
会

②
総
合
相
談

・
求
職
登
録

コ
ー
ナ
ー

〇

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

コ
ー
ナ
ー

の
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
相
談

コ
ー
ナ
ー

⑤
福
祉

関
係
資

格
取
得
相
談

コ
ー

ナ
ー
　
ほ
か

▼
参
加
方
法
　
中
し
込
み
は
不
要
で

す
。
参
加
費
無
料
。

■
問
い
合
わ
せ
　
山
形
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
１
８
０
２
３
１

６
３
３
１

７

７
３
９
）

平
成
１７
年
度
県
立
産
業

技
術
短
期
大
学
校

一
般

入
学
生
募
集

▼
募
集
人
数

・
メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
科
Ю
人

・
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
科
い
人

・
情
報
制
御
シ
ス
テ
ム
科
１５
人

・
建
築
環
境

シ
ス
テ
ム
科
ｍ
人

う

‐２
月
の
農
業
委
員
会
総
会
は
１２
月
２７
日

（月
）
で
す
。
農
地
法
関
係
の
申
請
し
め
き
り
は
１２
月
１０
日

（金
）
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
由辰
業
委
員
会
農
地
調
整
係

（８
８５
‐
６
１
２
８
）

【12月 の学校給食献立表】

ツナサンド 牛
=し

 ひじきサラダ
バンブキン訳―プ 白鷹町のりんど

ハヤシライス 牛
=し

 たこナゲツト
ツナとほうれん草のごまサラダ みかん

わがめこはん 牛
=し

 ひやしろ 大根の0禾 0曽 汁
だF_ち や豆]ロ ッケ フルーツFeヨ ーグルト

ちょうりじようゆうびん
～おしらせ版～

11月 2日 「新米をおもいっきり味わおう」おにぎり給食でした。全職員7時出勤で

にぎった1700個 のおにぎり。毎日たくさんの自いご飯が残り処分されています。ご飯

離れは予どもだけの問題ではありません。日本国民の食糧問題のひとつです。

この日のご飯の残りはほぼゼロ !け っして給食のご飯の量が子どもたちの胃袋に入

らないわけではないことがわかりました。そしてもうひとつ。この日は、給食当番さ

んのご飯をよそつて7Fl■L食する仕事がおにぎりをポン 1と 渡すだけでした。いつもより

かなりH寺 間の短縮になったはずです。その分、きつと食べる時間が長くなり、ゆっく

り食べらオlた のではないかと推測したところです。

12月 21日 は冬至です。
¨
あずきかばちゃ"は先人の知恵や行事を大切に伝えていく

気持ちを育むことのできる年1回のチャンス。家庭ではばあちゃんの力が頼りです。

食べてくオ1な くても気にすることなかれ !「 12月 にな一んかかばちゃ料理が出てたつ

け J「 ゆずがお風呂にあったような…Jと 大きくなったときにふと記憶がよみがえっ

てくオlオ1ば大成功。
「食」は繰り返し繰り返し、 小さいころから日に触れさせ、 においをかがせ、そし

て舌に記憶させていく地道な気の長～い家庭教育です。そして、わが子に対する家族

の食事の′と、配りは、いつの日か必ず′とヽと身体の健康という一生の財産を残してやれる

はずです。

ん 牛
=し

あつやきたまこ 里芋汁 みなん
トツビングのり

※都 r)に よ
`)ll、

アを変 とす る場 r)があ ります ご r llNく だ さぃ

今月のおらほの食材

町内産>ネギ・大根・白菜・ゴボウ・カブ・

リンゴ・つけもの

ブが

フ

れ

一

た

ス

ま
雨

こ
春

の肉

一

豚

テソ

乳
華

牛
中の

ん

き
ま
じ

ご

ひ

カラフルサラダ
リンDP

0

鮭わがめごはん 牛乳 ]コ ア ハンバーグ双テーキ
中華サラダ ]― ン入りたまごスープ ごまブリン

がありごはん 牛乳 さんま醤油煮
三角びたし 厚揚げの味噌汁

/‐k :ち含覚峯の笙型ザ自9票三
フ
早)35ッ「ζttL□

~ネ

こはん 牛をし 寒さは照焼き
こんほいり ほうれん車の味OB汁

丸 前 煮

ン 午

リ
ひ六 リオム しツ

野菜とわかめのあひたし
えのき茸のOl噌汁

冬至 ごはん 牛乳 焼き魚 (魚圭)

ずきかほちゃ きのこ汁 白鷹町

●クリスマス献立 牛
=し

 海藻サラダ
ウイング香味揚げ ホワイトシチュー

ごはん 牛]L 焼き栗ヨロッケ 納豆
切 り昆布 煮  具 だ <さ んみ そ汁

枇
「



図書館だより

■ 私 が 薦 め る 一 冊 図書館協議会委員 金 田 洵 子

ひなまつ りのお祝いにおばあちゃんか ら、ようこのもとに届い

た人形は黒髪おかっぱで、総縮緬の振り袖を着た抱き人形でした。
|

「りかさん」という名前のこの人形は、ようこと会話をすること |

ができて、心が通じあえる人形です。ある日雛の会に招かれ、そ |

こに飾られているおひな様や他の人形たちが嘆き、わめき、悲し |
んでいる姿が、「りかさん」を通して見えてくる。「帰りたいの」

|

と繰り返す 「背守の君J、 古いショールの上に座るビスクドール、|

何かを胸に秘めたままの汐くみ人形など。ようこは「りかさん」 |

やおばあちゃんと一緒に、人形たちの恨みや悲しみを和らげてい
|

く。                                                      |
「人形の本当の使命は生きている人間の強すぎる気持ちをとこ |

とん整理してあげることにある。木々の葉っぱが夜の空気を露に |

かえすようにね…」と教えてくれるおばあちゃん。       |
児童向けの本ですが、人形を巡るファンタジーな世界を楽しめ

|

る小説です。                        |
|

■ 今 月 の 新 刊               |
赤まんま・北原亜以子/花火・乙川優三郎/あの夏 風の街に

|

消えた・香納諒―/荒蝦夷・熊谷達也/イ チロー革命・ロバー |

ト ホワイティング/偽 りの館・折原―/憂き世店・宇江佐真 |

理/介護福祉士を目指す方のマナーブック・仙台医療福祉専門
|

学校教科書出版委員会/感 じる食育楽 しい食育・サカイ優佳子
|

/官邸外交 。信田智人/樹から生まれる家具・奥村昭雄/憲法 |

講義 1大石真/股関節のゆがみを正せば病気は治る・磯谷圭秀 |

/子どもの味覚を育てる 。ジャック ピュイゼ/これから 101

年大予測・船井幸雄/金昆羅・笙野頼子/砂漠でみつけた―冊
|

の絵本・柳田那男/思索紀行・立花隆/新宿ミルクエ場・沙藤 |

一樹/生活体力・芳賀脩光/世界でいちばん乗 りたい車・大田 |

哲也/でぶのオーリーの原稿・エ ド マクベイン/統合失調症
|

の疑間に答える本・福西勇夫 編/中 曽根幸子のビューティフ
|

ルネイル/日 本の海藻・田中次郎/脳の中身が見えてきた 。甘 |

利俊―/ひと味ちがう筆遊びの年賀状・森千景/村の若者た |

(「

~~丁「
]言 4『徳 ]紺 Lll[誓

::に司
■12月 の休館日 12/6、 13、 19、 27、 29～31■

|「自鷹学講座パート3おすぎのシネマトークショー」
上映作品変更のお知らせ

12月 3日 (金 )、 4日 (日 )に開催される自鷹学講座バート3の

上映作品が、下記の作品に変更になりました。

映画「バーバ ー吉野」

その町に理髪店は一軒しかなかった。男の子は、バーバー吉野
のおばちゃんが切る

‖
吉野ガリ"と いう髪型にすることが、町の

掟であり、それを疑間に思う者は誰一人いなかった。おばちゃん
は口うるさいが仕事は丁寧で、町の人からの信頼も厚い。しかし、

東京からやってきた転校生の髪型に、少年たちの心は騒いだ。何
かが変わっていく。思春期を迎える前の、初恋、性の目覚め、少
しずつ大人になっていく少年たちを女性監督のやさしい日で描
いたほのぼのストーリー。皆同じおかつぱ頭にするのを、全く疑
間に思わなかった子どもたちが、東京から来た転校生の今風の髪
型を見たことから、自分たちも本当はこの髪型が嫌いだったこと
に気付く。「髪型は表現の自由だ」と、覚えたばかりの言葉を使っ
てみる。しかし、そういった表現の自由を叫んでいる作品ではな
い。小さな町の純朴な少年たちが、さまざまな経験を通して成長
していく様子をただ温かく見つめている。

゛
▼
出
願
資
格
　
学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
を
卒
業

（平
成
１７
年
３
月

卒
業
見
込
み
を
含
む
）
、

ま
た
は
こ
れ

と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認

め
ら
れ
る
か
た

▼
試
験
日

平
成
１７
年
２
月
６
日

（日
）

▼
出
願
期
間
　
平
成
１７
年
１
月
１７
日

（月
）
～
２８
日

（金
）

＊
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
県
立
産
業
技
術
短

期
大
学
校
入
試
事
務
局

（８
０
２
３

１
６
４
３
１
８
４
３
１
）

聴
覚
障
害
者
情
報
通
信
技
術

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

▼

い

つ

ｅ

１
回
目
　
１
月
１５
日
（土
）

‐６
日
（日
×
２
日
間
）

２
回
目
　
１
月
２２
日

（土
）

２３
日
（日
×
２
日
間
）

▼
時
間
　
午
前
１０
時
～
午
後
５
時

▼
ど
こ
で
　
山
形
県
新
築
西
通
り
会

館

（山
形
市
）

▼
対
象
　
聴
覚
障
害
者
で
あ

っ
て
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
た
め
手
話

通
訳
及
び
要
約
筆
記
が
必
要
な
パ
ソ

コ
ン
初
心
者

の
か
た

▼
内
容
　
手
話
通
訳
及
び
要
約
筆
記

の
サ
ポ
ー
ト
の
つ
い
た
Ｉ
Ｔ
基
礎
技

能
演
習

▼
募
集
人
数
　
各
５
人

▼
申
込
し
め
き
り
　
１２
月
２４
日

（金
）

（定
員
に
な
り
次
第
し
め
き
り
ま
す
）

▼
申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
書

い
て
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（申
込
書
は
健
康
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
）

▼
受
講
料
　
無
料

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
　
一Ｔ
９
９
０

１
０
０
４
１
山
形
市
緑
町
１
１
９
１

３０
　
山
形
県
聴
力
障
害
者
協
会

（雪

０
２
３
１

６
１
５
１

３
５
８
２
、

Ｆ

Ａ
Ｘ
０
２
３
１
６
１
５
１
３
５
８
３
）

山
形
の
家
づ
く
り
利
子

補
給
制
度

県
で
は
、
耐
久
性

の
高

い
住
宅
と

県
産
木
材
を
使
用
す
る
住
宅
を
建
設

（購
入
）
さ
れ
る
か
た
に
、

県
内

の

金
融
機
関
、

住
宅
金
融
公
庫
の
協
力

を
得
て
、

住
宅

ロ
ー
ン
に
利
子
補
給

し
ま
す
。

Q

▼
融
資
限
度
額
　
２
５
０
０
万
円
以
内

▼
利
子
補
給
率

・
０

・
５
％

（耐
久
性

の
高
い
住
宅
）

・
１

・
０
％

（耐
久
性
が
高
く
、

県

産
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
）

▼
利
子
補
給
期
間
　
３
年
間
ま
た
は

５
年
間

▼
対
象
住
宅

ロ
ー
ン
　
３
年
金
利
固

定

・
５
年
金
利
固
定
、

融
資
期
間
３５

年
以
内

▼
申
込
期
間
　
平
成
１７
年
２
月
１
日

（火
）
～
１０
日

（木
）

＊
耐
久
性
が
高
く
、

県
産
木
材
を
使

用
し
た
住
宅
は
３
月
３‐
日
（木
）
ま
で

＊
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
山
形
県
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母子健康手帳の交付

お母さんとお子さんの健康を守るために、

妊婦さん全員に交付しています。

●随時交付しますが、保健師が留守の場合

がありますので事前に電話などでご連絡

ください。

●場所 :健康福祉センター

赤 ち ゃん健診

●日程 :

月  日 健  診 対象児

12月 1日 (水 )

3カ 月児 平成16年 8月 生まれ

9カ 月児 平成16年 2月 生まれ

12月 16日 (木 ) 3歳 児
平成13年 6月 19日 ～

平成13年 8月 7日 生まれ

●会場 :健康福祉センター

●内容と受付時間

3カ 月児…昼12時 30分～午後 1時

9カ 月児…午後 1時～ 1時 20分

3歳児…昼12時 30分～午後 1時

●持ち物 :母子健康手帳、バスタオル、問

診票 (3カ 月・9カ 月児は事前に配布、

3歳児は郵送)、 3カ 月児健診のかたは

予防接種予診票

●注意 :

*乳幼児間診票と母子健康手帳の「保護者

の記録」を必ず記入しておいでください。

*3カ 月健診と9カ 月健診は受付時間をず

らしております。待ち時間を少なくする

ためですので、ご協力ください。

*お子さんが、当日具合が悪かったり、 1
週間以内に人にうつる可能性のある病気

(みずぼうそう、インフルエンザ、突発

性発疹、とびひなど)にかかったりした

時は事前に電話などでご連絡ください。

ポリオ予防接種

小児マヒの予防のため接種を行っています。

●日程 :12月 21日 (火 )

●受付時間 :午後1時～1時20分

●会場 :健康福祉センター

●対象 :

1回 目を受けるかた…

平成16年 6月 ～平成16年 7月 生まれ

2回 目を受けるかた…

平成15年 12月 ～平成16年 1月 生まれ

*対象以外のお子さんで接種を希望される

かたは事前にご連絡ください。

●持ち物 :母子健康手帳、予防接種予診票

日本語の通訳が必要なかたヘ

母子健康手帳交付時、両親学級や赤ちゃん

健診などで通訳をお願いすることができま

す。必要なかたは事前にご連絡ください。

す こ や か 子 ど も 何 で も 相 談

●随時相談をお受けしています。

●お子さんの健康や育児のことなど、どん

な小さなことでも一人で悩まずご相談く

ださい。

健康相談

●随時相談をお受けしています。
●内容 :赤 ちゃんからお年寄りまで、体や

心の健康に関すること全般

愛のかたち、献血にご協力ください

●全血 (200cc、 400cc)

月  日 時  間 会 場

12月 1日 (水 ) 9130～ 16:∞ 中央公民館

(ラ イオンズクラブの会員のかたにも

ご協力いただきます。)

広げよう、献血の輪 !

η
‐

インフルエンザを予防しましょう!!

予防のための5つのポイント
1.予防接種を受けましょう !!

遅くとも、毎年インフルエンザが流行する前の12月 中旬までには接種を受けま
しょう。

2.手洗いとうがいを習慣にしましょう‖

正しい手の洗い方は、ゆとり都山形ホームページで
http://wvvw.pref yamagata.jp/kf/hoken/869100/6014300.htlnl

3.十分な栄養と休養をとりましょう !!

4 室内の乾燥に気をつけましょう
"加湿器を用いたり、就寝前に室内の一角に水を張つた大きめの容器を置く。また、

就寝前、就寝後の途中起床時、さらに起床直後など、水分補給またはうがいをし
てのどの奥を湿らすだけでも一定の効果が見込めます。

5.流行期には人ごみを避け、外出時はマスクをしましょう
"マスクは周囲からうつされない、周囲にうつさないの両面で有効です。特に医療

機関へは着用して行きましょう。

インフルエンザの症状
38℃ 以上の高い熱 頭痛・関節・筋肉痛 のどの痛み・せき・鼻水 カゼでは

ありません。気管支炎 。肺炎・脳炎などの合併症に注意。

症状が出たら、早めに医療機関を受診しましょう !
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日本脳炎I期の予防接種はお済みですか?

小学校4年生は、幼児期に済ませた日本

脳炎 I期 (3回 )の 免疫効果を上げるため

に、 Ⅱ期として追加接種を受ける時期です。

未接種のお子さんは、配布済みの資料を参

考に、体調のよい時期に接種することをお

すすめします。

なお、小学校 5、 6年生のお子さんで未接

種の場合も、13歳 未満までは接種対象年齢

となりますので、ご確認のうえ接種するこ

とをおすすめします。不明な点については、

健康推進係までお問い合わせください。

乳幼児BCG接種期間の変更について

結核予防法改正によって、平成17年 4月 1

日より下記のようにBCG接種期間が変わ

る予定です。

|:[]I[1:][〔 []で
現在、未接種 (平成16年 6月 生まれから

3歳 まで)のお子さんは、できるだけ早く

接種するようおすすめにします。今後の予

定は、ツベルクリン反応検査 (平成17年 2

月23日 )・ BCG接種 (平成17年 2月 25日 )と

なっていますが、未接種のお子さんでこの

間に4歳に達する場合は、健康推進係まで

できるだけ早くご連絡ください。

「結婚相談室」の開設
結婚などで相談したいかたは、お気軽に

おいでください。
▼いつ 12月 14日 (火 )午後1時～5時

▼どこで 老人福祉センター

(荒砥地区公民館東側)

▼相談料 無料
*事前に電話などで連絡があれば、相談時

間などを調整します。また、プライバシーは

守ります。

■問い合わせ 商工観光課(雪85-6136)

舌相談所の相談日
11月 24日 (水)一般相談

12月 1日 は)人権特設相談

12月 8日 (水)弁護士相談並びに一般相談
12月 15日 17k)行政相談並びに一般相談

12月 22日 (水)一般相談

会場 :老 人福祉センター 「八乙女荘J

時間 :午 前10時 から午後 3時 まで

弁護士 :安部 敏さん

弁護士相談は要予約、午後 1時45分から

3時45分 まで。相談は無料です。

■白鷹町社会福祉協議会 (雪86-0150)

11月 30日 までの納期
●固定資産税………………4期
●国 保 税……………… 6期
●介護保険料(普通徴収)…・6期
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